
資産減耗費

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

44,023,390

66,115,704

0
0

※資本的収支の収入は、国、県または町（一般会計）などからの負担金、出資金及び補助金などであり、支出に対する不足額は、
実際の現金支出がない収益的支出の減価償却費など（過年度分損益勘定留保資金）で補てんしました。

1,728,000

支出

純利益

企業債
出資金
不足額の補てん
補助金等

収入

　　　　　平　成　２９　年　度　水　道　事　業　決　算　状　況

※受水費・・・埼玉県企業局からの県水購入費

※減価償却費・・・水道管などの資産の使用時の経過
　　　　　　　　　　　 によって生じる減耗分を費用化

修繕費

104,725,021

17,800,056

11.18

収益（収入）

24.71
手数料
賃借料

減価償却費 68,279,062

1.07

借入金の利息

収益的収支・・・・水をつくり、ご家庭にお届けするための収支を表したものです。

費用（支出）
5,104,258

受水費

動力費

4.85

建設改良費

資本的収支・・・・浄水場の改良や水道管の布設など施設を整備拡充するための経費と財源です。

その他の費用
45,447,773

収入
支出

208.87

271,417,090

　私たちの生活に欠かせない水道水をご家庭にお届
けする水道事業は、水道料金の収入を主な財源とし
て、独立した会計で運営しています。そのため水道事
業会計は、税金を財源とする一般会計と区別し、「特
別会計」とされています。
　町議会において、平成２９年度の決算が認定されま
したので、その状況についてお知らせします。

その他の費用
計

減価償却費
受水費

1.91

21.08

10.53

委託料

職員の給与

１㎥当たり費用額
（円）

39.8
3.95

35.14

275,033,270
14,183,876

水道料金の収入
その他の収入

51,477,156

289,217,146

借入金の利息
49.38

有価証券購入費 0
企業債償還金 23,820,314

5.26

薬品費

職員の給与

※平成２９度決算においては、１，４１８万４千円の純利益となり、繰越欠損金は５，８７９万５千円に減少しました。
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収益
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51,477 68,279 45,448 104,725

（単位：千円）

水道料金の収入 その他の収入 職員の給与 借入金の利息

減価償却費 受水費 その他の費用
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支出

収入 66,116

44,023 23,820

（単位：千円）

出資金 補助金等 不足額の補てん 建設改良費 企業債償還金 有価証券購入費

職員の給与

19%

借入金の利息

2%

減価償却費

24%

受水費

17%

動力費

5%

薬品費

1%

委託料

12%

手数料

2%

賃借料

0%

修繕費

5%

資産減耗費

3%

その他の費用

10%

水道水１㎥当たりの費用 208円87銭

純利益
1,418万円



（単位：円）

《貸借対照表》 《損益計算書》

（単位：円） （単位：円）

固 定 資 産 1,432,951,436 固 定 負 債 99,934,385 営 業 収 益 282,266,708 営 業 費 用 269,807,515

有形固定資産 1,402,871,435 企　業　債 99,934,385 給 水 収 益 271,417,090 原水及び浄水費 108,169,066

無形固定資産 10,080,001 流 動 負 債 50,025,528 受託工事収益 827,398 配水及び給水費 44,682,326

投　　　 資 20,000,000 企　業　債　 24,908,337 その他の営業収益 10,022,220 受託工事費 356,553

流 動 資 産 319,473,746 引　当　金 5,432,000 営 業 外 収 益 6,950,438 総  係  費 41,514,186

現 金 預 金 294,033,456 未  払  金 19,645,657 受 取 利 息 151,500 減価償却費 68,279,062

未  収  金 15,357,858 預　 り  金 32,320 他会計補助金 1,393,089 資産減耗費 6,803,735

貯  蔵  品 10,282,432 前  受  金 7,214 長期前受金戻入 4,408,373 その他営業費 2,587

その他流動資産 △ 200,000 繰 延 収 益 132,358,062 雑  収  益　 997,476 営 業 外 費 用 5,112,348

長期前受金 449,652,410 特 別 利 益 0 支 払 利 息 5,104,258

長期前受金収益化累計額 317,294,348 固定資産売却益 0 雑  支  出 8,090

負 債 合 計 282,317,975 過年度損益修正益 0 特 別 損 失 113,407

固定資産売却損 0

資  本  金 1,213,863,600 過年度損益修正損 113,407

自己資本金 1,213,863,600

剰  余  金 256,243,607

資本剰余金 23,807,410

利益剰余金 232,436,197 支 出 合 計 275,033,270

資 本 合 計 1,470,107,207 当年度純利益 14,183,876

資 産 合 計 1,752,425,182 負債・資本合計 1,752,425,182 収 入 合 計 289,217,146 合　   　計 289,217,146

支出の部

上野地内民地配管解消工事その２

負債の部

膜ろ過施設自動弁交換工事
大満地内配水管布設替工事

西和田地内配水管布設替工事

1,170,720
小杉地内配水管布設替工事
配水管布設替工事に伴う舗装本復旧工事

資本の部

老朽管更新工事に伴う舗装本復旧工事

702,000

862,920

　下記のグラフは、過去７年間の有収水量（使用水量のうち料金収入の対象となった水量）と、純利益（収益的収支の収入と支出の差額）及び給水
人口の推移を示しています。
  水道料金が収入の９割以上を占めているため、有収水量の増減が純利益に与える影響が大きい状況にあります。
　有収水量（水需要）は、近年の節水意識の向上並びに人口の減少などから年々低下しております。
　一方、純利益は、平成2２年度まで黒字決算となっておりましたが、平成２３年度から赤字に転じ減価償却費が増大する反面、給水収益の減少に
伴い平成２６年度まで赤字となっていました。このような状況のなか、赤字解消を主な目的とし平成２７年４月より料金改定を行い、平成２７年度決
算から黒字に転じ、平成２８年度・平成２９年度と黒字になっております。
　水道事業は、安全な水を安定して供給するために、老朽化が進む施設の更新整備が不可欠であり、これに必要な額の純利益が将来にわたって
確保されなければなりません。これからも引き続き経営改善を図ってまいりますので、ご理解・ご協力をお願いいたします。

収入の部

777,600

資産の部

有収水量と純利益 ・ 給水人口と有収水量の推移

平成２９年度　　越生町水道事業　貸借対照表・損益計算書

　貸借対照表は企業の財政状態を明らかにするため年度末において保有する
全ての資産、負債及び資本を総括的に表した報告書です。

　損益計算書は一事業年度における企業の営業成績を明らかにするために、
その年度中に得たすべての収益からそれを得るために要した費用を記載し、
純損益を表示した報告書です。

平成２９年度に行なった主な建設改良事業

21,600,000
3,456,000
3,092,040

膜ろ過施設主系膜更新工事

2,246,400
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（単位：千円）

有収水量
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有収水量と純利益の推移
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